
No.1361

特集：

本学ヨット部、世界選手権に出場！

2007.7.11



この度、本学運動会ヨット部クルーザー班は、メキシコ合衆国で行なわれた「J/24世界選手権大会」への出場を
果たし、晴れて、凱旋しました。クルーザー班は昨年10月の「J/24関東選手権大会」にて優勝した後、同11月の
「J/24全日本選手権大会」でも見事7位に入賞。これにより世界選手権への出場権を得、メキシコ大会への出場を
果たしました。今回の特集では、世界選手権での彼らの活躍をご紹介します。
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本部総務グループ

本部事務組織体制の再編後の各グル
ープ主要業務

新たな本部事務組織体制が、この７月からスタートし
ました。この再編は、法人としての戦略的企画立案機能
と大学としての教育研究推進機能の双方について、事務
体制の強化を目指したものです。
《グループが基本単位に》
新組織体制は、従来の部課制に代わり、「グループ」

が基本単位となります。仕事の内容に応じ意思決定の段
階を縮め、より迅速に業務を執行できるよう、グループ
長とグループ員の２段階（チームを置く場合、チームリ
ーダーを含め３段階）にラインを簡素化し、組織のフラ
ット化と柔軟化を徹底します。グループ長が業務管理、
人事管理を適切に行えるよう、標準的なグループは５名
～15名により編成し、グループ内の人員配置やチーム構
成は、状況変化に応じグループ長が自由に設定できま
す。
《全学の業務執行と人材育成の共通単位＝系》
本部事務組織の役割は、総長、理事等を支え本部固有

の業務を行うことは当然として、それぞれの担当業務分
野について、全学の業務執行状況の改善に取り組むとと
もに全学の人材養成を図り、部局と一体となって当該分
野に責任をもつことです。教育・学生支援、研究推進、
国際、人事、財務など業務の系統ごとにいくつかのグル
ープを「系」で括り、統括長を置きます。この「系」が、
全学の業務執行と、職員の専門性を育てる人材育成の単
位となります。
《業務本位の組織再構築》
今回の組織再編は、組織の形式を変えるだけではなく、

仕事の進め方を変えること、人材養成の方法を変えるこ

と、評価の実施に適した組織とすることを目指しており、
平成20年４月の新たな人事評価の本格実施により、法人
化以後の組織見直しについて一定の到達点に達すること
となります。今後は、本部と部局、部局相互の事務の連
携、共通化についても、この本部事務組織の再編で示さ
れた業務分野の「系」ごとに全学的にどのようなあり方
が望ましいか設計していく必要があります。

なお、再編後のグループ及び各グループの主要業務に
ついては、次のとおりです。

○本部事務組織

－教育研究推進業務－

・教育・学生支援系
○学務グループ
○学生支援グループ
○奨学厚生グループ
○キャリアサポート
グループ

○留学生支援グルー
プ

○入試グループ

・研究推進系
○研究推進グループ
○研究機構等支援グ
ループ

○総合研究博物館グ
ループ

・産学連携系
○産学連携グループ

・国際系
○国際企画グループ
○国際連携グループ
○学生交流企画グル
ープ

・環境安全系
○環境安全グループ
○安全衛生グループ

・情報系
○情報化推進グルー
プ

○情報基盤グループ
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－法人業務－

・経営・企画系
○秘書グループ
○企画調整グループ
○業務改善グループ

・総務・法務系
○総務グループ
○広報グループ
○渉外・基金グループ
○卒業生グループ

・人事・労務系
○人事企画グループ
○人事給与グループ
○人材育成グループ
○労務・勤務環境グル
ープ

・財務系
○財務戦略グループ
○外部資金戦略グルー
プ
○資産経営グループ

・調達・経理系
○経理グループ
○調達グループ
○決算・財務分析グル
ープ

・施設・資産系
○施設企画グループ
○プロパティマネジメ
ントグループ
○プロジェクトグルー
プ
○保全グループ
○環境グループ

○監査グループ
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○各グループの主要業務
－ 教育研究推進業務 －

グループ名 主要業務
学務グループ 教育改革の支援、教育企画室、学部及

び大学院教務関係事務の総括、学籍管
理、大学総合教育研究センター、学位
授与、名誉博士の称号授与、教育・学
生支援系の連絡調整・統計調査

学生支援 学生生活支援、課外活動支援、学生事
グループ 故、学内の秩序維持、学生行事（五月

祭等）、総長賞表彰、学生の各種証明、
学生団体、運動会、体育施設の管理運
営、学生保険、バリアフリー支援室

奨学厚生 奨学金、授業料等免除、学寮の管理運
グループ 営、学生の福利厚生、生活協同組合、

構内専門店
キャリアサポ キャリア形成支援（ポスドクを含む。）、
ートグループ インターンシップ、学生相談所、学生

の相談関連業務
留学生支援 外国人留学生の受入れ・各種奨学金・
グループ 宿舎・住宅確保の支援・福利厚生・各

種証明、東京大学外国人留学生支援基
金、各種奨学金による学生の海外派遣、
留学生センター、統計調査

入試グループ 学部入試（大学入試センター試験、
前・後期日程試験、外国学校卒業学生
特別選考）の実施、学生募集・大学説
明会開催等入試広報、入試情報開示、
入試追跡調査、大学院入試情報把握

研究推進 学術・科学技術政策に関する情報収
グループ 集、科学研究に対する行動規範、研究

費不正対応窓口、バイオサイエンス関
連実験（遺伝子組換え実験、動物実験、
研究用微生物、ヒトゲノム・遺伝子解
析研究、特定胚・ヒトＥＳ細胞の使用
に関する研究、遺伝子治療臨床研究、
疫学研究）等の承認・申請、学術研究
成果刊行助成、受託研究員等各種研究
員、日本学術振興会特別研究員、寄付
講座・寄付研究部門、安全保障輸出管
理（研究物品の輸出入の届出承認申請
を含む。）、各種調査（受託研究・共同
研究・ＲＡ・客員研究員）、学術協定、
ＣＯＥプログラム等の推進、研究推進
系の連絡調整

研究機構等支 総長室総括委員会運営管理、総長室総
援グループ 括委員会下の機構等の総括、本部研究

プロジェクト支援、サステイナビリテ
ィ学連携研究機構の執行管理・運営支
援、生命科学教育支援ネットワーク及
び生命科学研究ネットワークの管理・
運営

総合研究博物 総合研究博物館の運営管理
館グループ
産学連携 産学連携推進、共同研究・受託研究等
グループ の契約法務、知的財産（発明・旧国有

特許・商標・著作権等）の管理・活用、
研究成果の事業化推進、産学連携関係
諸規則の制定・改廃、特許管理システ
ムの導入及び管理運営、産学連携協議
会、産学連携プラザ及びアントレプレ
ナープラザの管理運営、東京大学ＴＬ
Ｏ（CASTI）との連携による知的財産
の運用、東京大学エッジキャピタル
（UTEC）との連携による大学発ベン
チャー支援

国際企画 国際大学連合（IARU、APRU、AEARU、
グループ BESETOHA等）など国際化戦略の企

画立案、海外の大学との国際学術交流
協定、国際シンポジウム・セミナーの
開催、UTフォーラム、外国人来訪者
の接遇、総長の海外出張、プレジデン
ツカウンシルの国際関係業務、国際委
員会、イェールUTラボ委員会、OUP
委員会の運営管理、国際系の連絡調整

国際連携 国際連携本部関係業務、東京大学基金
グループ による国際学術交流助成、文部科学

省・日本学術振興会等の国際助成事業
への申請手続等、北京代表所等在外事
務所の運営、部局における外国人研究
員の受入れ、職員の海外研修、教職員
の海外渡航、外国人研究者の宿舎・イ
ンターナショナルロッジ（駒場・白金
台）の管理運営

学生交流企画 学生交流推進方策の企画立案、国際大
グループ 学連合による学生交流プロジェクト、

イェール・フォックス・プログラム等
海外の大学との学生交流プログラム、
短期の学生派遣及び受入れ、外国人留
学生獲得の戦略推進、海外の学生に対
する広報活動、留学生に対するアフタ
ーケア、留学生の同窓会活動支援

環境安全 全学の安全衛生管理の把握・指導（化
グループ 学物質、高圧ガス、特定機器、事故災

害、麻薬等）、実験系講習会の実施、
防災等に関する情報収集、環境報告書
の作成、薬品管理システムの運用管理、
関係官庁等の対応（申請・報告、照
会・指導）

安全衛生 安全衛生管理活動の企画立案、安全衛
グループ 生巡視及び記録管理、作業環境測定の

管理、非実験系講習会の実施、安全衛
生に関する情報収集、業務支援システ
ムの運用管理
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情報化推進 情報化推進に係る企画立案、職員ＩＴ
グループ 研修、情報倫理、情報セキュリティ、

事務支援システムプロジェクト（人事
給与、財務・管理会計、施設設備）、
システムの運用管理

情報基盤 共通ＩＤ管理システム、ＩＣカードプ
グループ ロジェクト、個人認証システム、事務

支援システムプロジェクト（学務シス
テム）

－ 法人業務 －

グループ名 主要業務
秘書グループ 総長、役員の秘書業務、総長秘書室の

管理運営・庶務全般、外部機関との連
携、東京大学目安箱、経営・企画系の
連絡調整

企画調整 東京大学アクション・プランの推進支
グループ 援、諸会議（役員会、経営協議会、教

育研究評議会、科所長会議、役員懇談
会等）の運営整理、大学の対外戦略作
成、大学経営情報の取りまとめ、大学
の将来構想に関する企画立案、全学に
係わる企画立案、本部横断的な案件の
取りまとめ、国立大学協会との連絡調
整、七国立大学の会議（役員関係）の
対応、特命事項の推進

業務改善 業務改善の企画立案（業務改善ワーキ
グループ ンググループ、業務改善ワークショッ

プ）、業務改善の全学展開（教職員提
案・自律改善登録募集、総長表彰、部
局パートナー制度、分野ネットワーク
制度、登録プロジェクト制度、ポータ
ルサイト、キャリアガイド、マニュア
ル・年間業務計画整備）

総務グループ 大学全体の業務の総括、学内外との連
絡調整（他のグループに関するものを
除く。）、総長選考、式典、行事（記念
事業を含む。）の企画運営、プレジデ
ンツカウンシル運営、来訪者の対応、
文書の接受、発送、公印の管守、本部
の文書処理手続、東京大学安田講堂・
山上会館の管理運営、本部棟の警備・
安全管理、法人文書の情報公開、保有
個人情報の開示、危機対応・法務対応
の連絡調整、諸規則の制定・改廃、訴
訟に係る連絡調整、中期計画・年度計
画の策定、教育研究組織の設置・改廃、
法人評価、組織（認証・全学センター
を含む。）評価、事務組織、総務・法
務系の連絡調整

広報グループ 広報誌（淡青、TANSEI、学内広報）、
東京大学の概要、ホームページ運用管

理、東京大学広報ＤＶＤ、報道・取材
対応、オープンキャンパス、創立130

周年記念事業（知のプロムナード）、
東京大学ロゴマーク・コミュニケーシ
ョンマーク、本部棟１階展示、(財)東
京大学綜合研究会、東京大学公開講座、
コミュニケーションセンター

渉外・基金 東京大学基金の企画・管理
グループ
卒業生 卒業生との連携強化、東京大学学友会
グループ 支援業務、同窓会支援業務
人事企画 人事・労務系の連絡調整、叙位・叙勲
グループ 関係、人事関係の分析・企画立案、人

事関係規則の制定・改廃、次世代育成
支援対策関係、高齢者雇用関係、人件
費の調査・分析・管理、人事関係の調
査・統計・報告、人事業務改善の企画
立案、人事給与システムの開発・運用

人事給与 雇用制度（教員関係：任期制度含む。）
グループ 関係、名誉教授選考手続関係、早期退

職制度・手続関係、給与（俸給・諸手
当）制度（人事院勧告分析等含む。）
関係、期末・勤勉手当選考手続関係、
大学院担当命免・調整額支給等関係、
教職員の退職手当決定関係、退職手当
清算・台帳管理関係、技術専門職等の
選考関係、給与の計算・支給関係、所
得税・住民税関係、人件費決算関係、
法定調書作成関係、退職手当支給関係

人材育成 職員の採用関係（採用試験、選考採用）、
グループ 職員の人事異動関係、幹部職員の公募

関係、教職員の表彰関係、職員の研修
関係、職員の自己啓発活動支援関係、
職員の職務遂行評価関係、障害者雇用
関係

労務・勤務環 教職員の勤務時間関係、教職員の服務、
境グループ 兼業、倫理、懲戒関係、利益相反関係、

過半数代表者関係、職員組合関係、教
職員の福利厚生関係、教職員の健康管
理・災害補償関係、ハラスメント防止
関係、文部科学省共済組合東京大学支
部の組合員・支部の運営関係、教職員
からの勤務条件その他の人事管理に関
する苦情相談関係

財務戦略 大学財政の全体像の把握、財源獲得と
グループ 学内配分の企画立案、概算要求の取り

まとめ、予算の編成、予算の執行管
理・統制、中長期的な財務システムの
構築、本部車両の管理・運行、財務に
関する情報収集及び調査、財務系の人
材育成及び連絡調整
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外部資金戦略 外部研究資金に関する情報収集及び情
グループ 報提供、外部研究資金の調査及び企画

立案、戦略的な競争的資金の獲得支援、
科学研究費補助金・科学技術振興調整
費等の申請取りまとめ等、寄附金の受
入れ、研究支援経費、研究設備の共用
促進

資産経営 資産（土地、建物、機器・備品等）の
グループ 取得・管理・処分・除却等の財務管理

（プロパティマネジメントグループの
業務を除く。）、資産の寄附採納・貸
付・借入、不動産登記、固定資産税、
資産情報の把握、資産会計（決算処理）、
減損会計、損害保険

経理グループ 金銭出納、資金管理・運用、全学の資
金の支払業務、学生納付金その他の収
入金の収納管理、現金・預貯金・有価
証券の出納保管、本部予算執行、会計
規程の制定・改廃、会計に関する訴訟
事務、資金計画の策定、金融機関との
取引、借入金手続、債権債務の管理、
調達・経理系の連絡調整

調達グループ 調達改善の企画立案、政府調達、一括
調達、本部に係る調達、契約全般（建
設工事を除く。）、旅費、謝金の総括

決算・財務分 決算の取りまとめ、財務諸表作成、大
析グループ 学法人全体の財務会計報告、消費税の

納付、財務会計システムの運用管理、
財務状況把握、財務に関する調査分析、
関連法人との連結決算

施設企画 施設ニーズの把握及び対策、施設整備
グループ 事業に係る予算執行計画、公共調達

（工事）の入札・契約、埋蔵文化財調
査、施設整備に関する地域連携（柏国
際学術都市支援会を含む。）、施設・資
産系の連絡調整

プロパティマ 施設の資産価値の維持向上、施設の点
ネジメント 検・評価及び有効活用、本部共通施設
グループ 等の経営、宿泊施設に関する事項、施

設情報システム管理
プロジェクト キャンパスの長期計画の推進、施設整
グループ 備費補助金等施設整備財源の確保、施

設整備事業のプロジェクト・マネジメ
ント、工事に係るコスト・品質管理、
建築・土木・電気設備・機械設備に関
する技術的事項

保全グループ 長期修繕実施計画の推進、施設の保守
点検・運転監視・修繕・緑地管理等に
関する技術的事項、本郷キャンパスの
保全業務及びインフラの維持管理、本
郷キャンパスの美化

６月９日（土）本郷キャンパス御殿下ジムナジアムに
おいて、知の創造的摩擦プロジェクト第４回交流会「一
歩先の自分を描く」が開催された。
これは各業界の企業、あるいは自由業、自営業で活躍

する本学の卒業生との交流を通して、本学学生のキャリ
ア形成支援を目指す大学主催のイベントで、一昨年10月
の本郷キャンパスでの第１回、昨年の駒場Ⅰキャンパス、
本郷キャンパスでの各開催に引き続く第４回目となる。
今回は約130名の卒業生と約350名の学部・大学院学生が
参加した。
午後１時、開会にあたり平尾副学長（卒業生室長、キ

ャリアサポート室長）は、創立130周年にあたり「全学
をあげて卒業生との触れ合いを一層密に」と企画してい
る本年に、卒業生が多数参集されたことの意義を称えて
謝意を表された。さらに、「これを機に各自のキャリア
形成への意識が一層高まることを期待している」と述べ
られ、学生を励まされた。また、続くグループディスカ
ッションでは、副学長自身、会話の輪に入られ、卒業生、
学生らの声に耳を傾けられた。

第一部はグループディスカッション形式。｢新しいも
のを生み出したい！｣、「生きた証を残したい！」などの
10のサブテーマのもと、１つのサブテーマごとにさらに
５つの輪に分かれて卒業生に着席してもらい、学生は好
きな輪を選びそれぞれの輪で卒業生、学生が入り混じっ
て議論、討論した。50分を１ラウンドとして休憩をはさ

本部キャリアサポートグループ

知の創造的摩擦プロジェクト第４回
交流会開催

会話の輪

環境グループ サステイナビリティ・キャンパスの推
進、温暖化・省エネルギー対策、イン
フラ整備の企画・立案、交通対策、屋
外環境整備、廃棄物処理

監査グループ 内部監査の計画立案・実施、監事監査
との連携、公益通報等の連絡・調整
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み、合計３ラウンド、そのたびに卒業生と学生のメンバ
ーを入れ替えて繰り返すことによって、さまざまな出会
いが生まれることを目指している。
第二部は、ところを中央食堂に移して午後５時半から、

今度は卒業生に所属する業界別に分かれてもらい、特に
テーマを絞ることなく学生とのフリーディスカッション
方式。懇親会を兼ねながら約１時間半、なごやかに会話
の輪が広がった。

前３回に引き続き交流会の企画、運営等は、卒業生有
志の集い「東京大学三四郎会」と、本学学生サークル
「東大ドリームネット」の多大なる協力のもとに行われ
たものである。今後も交流会にとどまることなく、学生
と卒業生がともに主体的に参画する、いわば「東大コミ
ュニティ」として、交流の仕組みの熟成が望まれるし、
少しずつそれにむけて動きだしていることが窺える今回
の盛況であった。

学生部では例年、保健体育寮（スポーティア）および
検見川総合運動場の夏季繁忙期を前に「調理者研修会」
を開催しております。
これは、利用者の皆様に安全でより充実した食事を提

供するために、各施設の調理従事者が一同に会して行わ
れるもので、今年度も６月20日（水）に検見川セミナー
ハウスにおいて実施されました。
研修会ではまず、栗本孝子講師（管理栄養士、生活支

援課厚生チーム）により、食中毒の防止や食材の保存法
など衛生管理の実際についての講義が行われました。

および「ワンプレートディッシュ」（1つの皿に主菜、
副菜、ご飯・パンなどが盛り付けられた、コンパクトな
がらボリュームのある食事）の調理実習が行われまし
た。

各施設自慢の料理を盛り付けたワンプレートディッシ
ュは、目にも楽しく、食べても大満足の出来栄えで、試
食会は大いに盛り上がりました。

本部学生支援グループ

調理者研修会開催される

副学長も輪に入られ・・・

栗本講師（左奥）と熱心に講義を聴く参加者

自慢の料理に活き活きと腕を振るう

料理の一例（奥から反時計周りに、鶏肉のポテト衣焼き、水菜とパプリ
カのサラダ、えびの豆腐衣揚げ、ナス田楽、トマトスープ）
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今回の研修は調理者の意識向上に大いに役立ったと思
われます。
皆様も、この夏は各保健体育寮や検見川総合運動場を

ご利用いただき、この研修会での成果をぜひ体感して下
さい。管理人一同、皆様のお越しを心よりお待ちしてお
ります。

ご予約・お問い合わせは学生支援グループ体育チーム
（内）22510まで。

柏キャンパスの増大する教職員、学生のニーズに答え
るため、７月２日に２番目の食堂『プラザ　憩い』が、
柏図書館北側にオープンしました。柏キャンパスには、
研究所、センター、大学院が相次いで移転しており、こ
れにより学生数が大幅に増え、人口分布も東西に広がっ
てきました。既存の食堂（カフェテリア）では席が不足
し、移動も不便という状態になりました。昨年度、キャ
ンパス西側に環境学研究棟が完成すると同時に、１階に
仮設弁当売り場が作られ、併設して新食堂の建設が始ま
りました。

完成した食堂は、ガラス張りシースルーの建物です。
キャンパス計画では、この周辺は「街」と呼ばれ、にぎ
わいのある帯状のゾーンとして位置づけられています。
東端のロッジ（宿泊施設）からカフェテリア、生協（喫
茶、食料品、雑貨）、生協（文具、書籍）、保健センター
と並び、西端に新食堂が建設されたことになります。収
容人数は約200名で、テイクアウト、パーティー料理の
ケータリング、お好み焼きなどのライブメニューも用意
されています。
食堂名称の『プラザ 憩い』は、キャンパス内で名称を

募集し、多数出された案の中から、親近感、スマートさ、
国際性などから選定されました。コミュニケーションを
とり、皆が憩える場所という思いが込められています。

柏地区事務部

柏キャンパスに新食堂がオープン

竣工となった『プラザ　憩い』

６月７日（木）・８日（金）の２日間、法学政治学研
究科・法学部と公共政策学教育部が合同で留学生の富士
山・河口湖見学旅行を実施した。参加者は、留学生30名、
引率の教職員４名の計34名であった。
富士山は、旅行後のアンケートで毎回行き先として人

気が高かったので、今年の訪問先に決めた。

今年の参加者は、富士山への期待が大きいせいか時間
に正確で、集合時間10分後の８時40分に大型バスで本郷
キャンパスを出発できた。途中の富士スバルライン沿い
の新緑がとてもまぶしかった。富士山五合目で釜飯を食
べ、登山口まで行ったり、富士山をバックに記念撮影を
したり、それぞれ自由に楽しんだ。その後、富岳風穴
（ふがくふうけつ）を見学し、河口湖畔で1時間くらい休

オープン前の試食会

富士山五合目で集合写真

大学院法学政治学研究科・法学部、大学院公共政策学教育部

留学生見学旅行を実施
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憩してから、河口湖そばの旅館に到着した。夕食後の懇
親会では、まず10人で手をつないで大きな輪を作り「人
間知恵の輪」(写真参照)でリラックスした後、チーム対
抗のゲームで盛り上がった。

懇親会がお開きになると、しゃべり足りない人たちは、
宴会部屋に集い、温泉を楽しみにしていた人は、温泉風
呂に向かっていった。
翌朝は、９時にホテルを出発し西湖見学。童心に返っ

て石投げをして遊んだ。昼は、西湖いやしの里・根場
（ねんば）で５、６人のグループに分かれ「ほうとう」
調理実習を体験した。慣れない手つきながらも、みんな
で協力して作ったほうとうは、本当においしかった。満
腹になった後、河口湖クラフトパークに移動して、サン
ドブラスト(表面に砂などの研磨材を吹き付ける加工法)
でガラスのコップに各自デザインを施した。思い出の作
品ができて、どの学生も嬉しそうだった。帰りの交通も
順調で、予定どおり午後５時に大学に到着し、全員笑顔
で解散した。

参加者に印象に残ったことを尋ねると、富士山を訪れ
たことが圧倒的に多く、次にサンドブラスト体験、ほう
とう作りと続いた。雨の多いこの時期、奇跡的に２日と
も雨に遭うことなく美しい富士山の全景を間近で見るこ
とができた。日本の大自然に触れ、共通の体験を通じて
親睦も深まって、みな楽しく有意義な時間を過ごすこと
ができた。

人間知恵の輪

ほうとう作り

６月18日（月）昼休みに、工学系等（工学系研究科、
情報理工学系研究科、工学部、VDEC、IML）において
地震訓練が実施された。訓練は全員参加であり、教職員、
学生など約2800人が参加した。地震訓練は平成11年度か
ら毎年度行われており、今回で９回目の実施となる。今
年度の訓練では、昨年度指摘された問題点を考慮し、講
義中の学生も訓練に参加する、安全カードを用いた安否
確認を行う、といったことを新しく試みた。その結果、
参加人数が昨年の約2300人より大幅に増加した。
訓練では、突発地震発生時の対応行動訓練を目的とし、

地震発生時の対応マニュアルに沿った、初期対応→緊急
対応→避難→安否確認、という地震発生時の行動が、号
館対策部（各建物の対策本部）と工学系等対策本部の間
で連絡を取りながら進められた。

11時40分の「訓練地震発生！」という一斉放送により
訓練が始まった。まずは初期対応。身の安全を図り、火
の始末、そして避難路を確保する。続いて各号館に対策
部が設置され、緊急用PHSを用いた各号館と本部との連
絡が開始された。さらに、各号館で想定された被害（火
災やけが人の発生など）に応じて緊急対応を取りながら、
号館ごとに指定された避難場所へ避難。講義中の学生も
初期対応をとった後、教員の引率で避難を行った。この
間、号館対策部は本部に逐次状況を報告し、本部では連
絡を受けた内容を記録係がボードに記入することによ
り、全体の状況を把握した。最後に、各避難場所で、工
学系等の全構成員が携帯している安全カードを用いた安
否確認が行われ、訓練が終了した。終了後、本部長代理
の中尾安全衛生管理室長、地震対策専門委員の塩原准教
授（建築）、避難行動の専門家の関沢教授（都市工）、本
郷消防署の久保田予防課長の講評が一斉放送で参加者に
伝えられた。
今年度は、講義中の学生も初期対応および避難訓練に

参加した。また、安全カードを用いたことにより、比較

大学院工学系研究科・工学部、大学院情報理工学系研究科

工学系等地震訓練が行われる

避難・安否確認訓練中の参加者
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的スムーズに安否確認を行うことができた。しかし、条
件によっては一斉放送が聞こえにくかったなどの問題点
の指摘もあったので、来年度以降の課題としたい。

また、関連行事として本郷消防署による体験型防災訓
練が同日12時20分～14時に工学部１号館前広場で実施さ
れ、多くの地震訓練参加者が引き続き参加した。地震の
少ない地域からの留学生も激しい地震のゆれを体験でき
るなど、好評であった。

生産技術研究所では６月19日（火）、毒物・劇物を取
り扱う研究室を対象として、所長による立ち入り巡視を
行った。
環境安全本部からの「毒物または劇物を保有する全研

究室に対する部局安全衛生管理室による立ち入り調査実
施」の依頼を受け、10品以上の毒物を所持する７研究室
を巡視したものである。
巡視メンバーは、前田正史所長と荒木孝二安全衛生管

理室長、安全衛生管理室スタッフ６名、環境安全本部ス
タッフ１名の計９名だった。

巡視は、各研究室の担当教職員が立会うなか、毒物お
よび劇物取締法に定められた試薬の分別保管や表示、保
管庫の鍵の施錠管理、薬品使用記録簿の整備などについ
て行われ、おおむね適切な管理が行われていることを確
認した。
少数のケースについては、その場で不備を指摘し、研

究室の担当教職員が速やかに適切な改善を行うことが確
認された。
なお、毒物・劇物を取り扱う他の研究室については、

６月26日（火）・27日（水）の両日、安全衛生管理室ス
タッフによる立ち入り調査を行い、管理が適切であるこ
とを確認している。
今回対象とした毒劇物以外でも、さまざまな有害薬品

を適正に管理しつつ、危険な作業の安全性を図っていく
には、研究室それぞれが高い安全管理意識をもつことが
欠かせない。今回の巡視は意識高揚の契機になるものと
期待している。

６月20日（水）18時から、山上会館地下食堂において、
人文社会系研究科・文学部主催の外国人留学生・研究員
及び外国人スタッフとの懇親会が開催された。
懇親会には、大学院人文社会系研究科及び文学部に在

籍する17カ国の外国人留学生・研究員、留学生博士論文
作成支援ボランティア・ネットワークである「三金会」
の先生方及び教職員約100名が参加。まず立花研究科長
の挨拶があり、続いて林国際交流委員会委員長の発声で
乾杯した後、懇談が始まった。

対策本部（列品館）で号館対策部からの連絡を受ける

所長室で行われた巡視打ち合わせの様子

各号館から受けた連絡事項を本部のボードに記入する

生産技術研究所

毒劇物を取扱う研究室にて所長巡視
を実施

大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生・外国人研究員等との
懇親会開催される
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懇談は、終始和やかな雰囲気のなか盛会のうちに行わ
れ、途中、米国からの留学生によるヴァイオリン演奏が
あった。その美しい音色に酔いしれた後は、「三金会」
の先生を代表して、石平快三氏から会の名称の由来や活
動状況等を踏まえた留学生とのエピソードを中心に心温
まるご挨拶があり、続いて中国からの留学生によるマジ
ックの披露に参加者から大歓声が沸き上がった。
最後に留学生を代表して、中国の許永新（博士学生）

さんから大変流暢な日本語でユーモアを交えながら『留
学生生活について』の挨拶があり、会は20時に盛況のう
ちに終了した。

６月21日（木）、駒場キャンパスにおいてモンゴル語
の授業のゲストとして横綱白鵬関の来校があった。教養
学部学際交流ホールにおいて30分という短い時間であっ
たが、学生達と交流し、モンゴル語での自己紹介の後、
発音練習や会話練習に加わり、さらに質疑応答では、同
年代の学生達からの質問に答え、モンゴル語で学生達に
励ましの言葉が送られた。
教養学部にモンゴル語の授業が開講してから、今年で

４年目を迎えるが、今年度夏学期の「モンゴル語初級」
の授業には約150名の履修登録者があり、大講義室で熱

心にモンゴル語を学んでいる。また、今年は、日本・モ
ンゴル国交樹立35周年の年にあたり、「モンゴルにおけ
る日本年」でもあるため、この６月には、モンゴル国の
ナンバリン・エンフバヤル大統領から本学創立130周年
記念に祝辞のビデオレターが寄せられ、そこでもモンゴ
ル語履修者にも励ましの言葉が送られている。

６月21日（木）～22日（金）にインドネシアのジャカ
ルタで第３回ＡＰＲＵ／ＡＥＡＲＵリサーチシンポジウ
ムが開催された。
本シンポジウムは、環太平洋に共通の課題である地

震・津波防災に学術の面から取り組むべきであるとし
て、京都大学尾池和夫総長の発案により、環太平洋大学
協会（Association of Pacific Rim Universities,略称ＡＰ
ＲＵ）と東アジア研究型大学協会（Association of East
Asian Research Universities，略称AEARU）との共同
事業として開始された。
第１回は平成17年８月31日～９月１日に京都（ホス

ト：京都大学）で開催され、第２回は平成17年４月21日
～22日にサンフランシスコ（ホスト：大阪大学とＵＣ
Berkeley）で開催された。第３回目のシンポジウムとし
て東京大学が提案者となり、インドネシア大学の協力を
得て両大学がホストとなって平成19年６月21日～22日に
ジャカルタで開催となったものである。また、日本学術
振興会から後援を頂いた。

留学生によるマジックの披露

発音練習を共に行う白鵬関

ヴァイオリン演奏を終えて笑顔の留学生

大学院総合文化研究科・教養学部

新横綱白鵬関、駒場訪問！

地震研究所

第3回
ＡＰＲＵ／ＡＥＡＲＵリサーチシンポジウム
－地震と津波に関するシンポジウム－を開催
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今回のシンポジウムはサブテーマ：「地震・津波・火
山の現象と災害の多様性」のもとにＡＰＲＵ／ＡＥＡＲ
Ｕ加盟大学を含む関係大学･研究機関から講演者を集め、
社会学、工学、理学を含む分野横断的な討論会を開催し
た。岡村定矩本学理事・副学長による開会の挨拶、袴着
実文部科学省科学技術・学術政策局次長の祝辞及び
Usman Chatibインドネシア大学学長の歓迎の祝辞等が
述べられた後、村井純慶應義塾大学副学長及び
Kusmayanto Kadimanインドネシア科学技術省大臣
（Idwan Suhardi副大臣による代読）の基調講演が行わ
れた。引き続き、地震・津波・火山の現象と災害の多様
性について口頭並びにポスターによる講演が行われ、災
害軽減に向けての活発な討論が行われた。会議は８カ国
から149名の参加者を得た。最後はカリフォルニア工科
大学Kerry Sieh教授と本学地震研究所の纐纈一起教授の
共同司会による総合討論で締めくくられた。なお、初日
の講演会終了後は講演会場となったホテル日航ジャカル
タにおいてレセプションが開かれ佐藤悟在インドネシア
日本大使館公使による祝辞が述べられたほか、本学東洋
文化研究所の加納啓良教授によるインドネシアと日本の
文化・自然の比較について特別講演が行われた。“Ring
of fire"という名の示すように環太平洋地域は地震・津
波・火山の活動が活発な地域でありそれに伴う災害とそ
の復興は学際的な立場から取り組むべき多くの課題を
我々に与えている。本シンポジウムが契機となり当該分
野が新たな展望を切り開くことを期待したい。

最後に武内和彦国際連携本部長及び S u t a n t o
Soehodhoインドネシア大学副学長から謝辞が述べられ
て閉幕した。なお、第４回はUC Davisが、第５回は台
湾国立大学がホストに名乗りを上げている。最後になっ
たが本会議は創立130周年記念事業の一環として挙行さ
れたことを付記しておく。

留学生センターでは、６月21日（木）、薬学系総合研
究棟２階講堂において国立大学法人留学生センター留学
生指導担当研究協議会を開催した。
この協議会は、国立大学法人の留学生センターにおい

て主として留学生指導担当部門の教員が一堂に会して、
留学生指導教育体制等の当面する諸問題について研究す
ることを目的に毎年開かれているもので、今年は、48大
学から55名の教員及び本学の留学生受入れを担当する専
門教育教員等34名、計89名が参加した。

司会進行をする加藤照之地震研究所教授

開会式で挨拶する岡村定矩理事・副学長

会場のホテルロビーでの集合写真

開会式で挨拶する
Usman Chatib Warsa インドネシア大学学長

留学生センター

国立大学法人留学生センター留学生
指導担当研究協議会開催される
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坂野留学生センター長の挨拶のあと、初めに、文部科
学省高等教育局学生支援課留学生交流室長池田輝司氏に
よる、「今後の留学生政策と留学生センター」と題する
特別講演があり、次いで、「多文化社会における防災と
共生」という共通テーマの下、神戸大学留学生センター
教授瀬口郁子氏による「阪神大震災から学んだ共に生き
る社会―留学生の視点から―」、長岡市国際交流センタ
ー長羽賀友信氏による「新潟県中越大地震における外国
人支援と課題」、最後に新宿区地域文化部文化国際課長
針谷弘志氏による「新宿区における防災と共生」につい
ての３講演が行われた。講演ごとに活発な質疑応答が行
われ、約３時間半、実りある研究協議会が持たれた。
その後、山上会館にところを移して懇談会が開かれ、

和やかな雰囲気のうちに、会は終了した。

６月28日（木）午後、駐日米国大使が駒場キャンパス
を公式訪問された。アメリカ太平洋地域研究センターが
主催した特別講演会「駐日米国大使トマス・Ｊ・シーフ
ァー大使と語ろう－政治・文化・日米関係」で講演を行

うとともに、学生と親しく語り合うことが大使訪問の第
一の目的であった。歴史を振り返れば、駐日米国大使が
東京大学を公式訪問するのは今回が初めてであり、講演
会場となった数理科学研究科棟大講義室には学部学生・
院生が殺到することとなった。別室に設けられた液晶大
画面で大使の講演に耳を傾けた者も含めれば、300名近
い学生が大使の歴史的訪問を歓迎したことになる。

まず大使はアメリカ太平洋地域研究センターで小島憲
道総合文化研究科長、西中村浩同副研究科長、センター
教授らと懇談されたのち、大講義室に移動、講演を開始
された。政治経済のグローバリゼーションを先導する米
国とそのグローバリゼーションの進展に懐疑的な人々と
の間に生まれがちな緊張関係、および東アジア地域の安
全保障などについて講演を行ったのち、楽しみにされて
いた学生との質疑応答に入った。タウンミーティング方
式と呼ばれる形を採用した今回の質疑応答では、大使自
らが質問者を指名し、米国外交の一線に立つ者の責任と
ユーモアを織り交ぜつつ、一つ一つの質問に真摯に答え
られた。

学生の質問は大使の意見に賛意を表明するものばかり
ではなく、米国外交への批判的見解を含むものも多かっ
た。例えば、東アジアにおける日米関係の将来に必ずし
も同意を示してはいない中国、北朝鮮に対し、今後米国
はどのような外交を展開するつもりであるのか、イスラ
ム原理主義を批判的に見る現在の米国民自身が、自国内

神戸大学留学生センター瀬口教授による講演

講演をされるトマス・J・シーファー大使

満員の会場で質問に立つ教養学部生

熱心に聞き入る参加者

大学院総合文化研究科・教養学部

駐日米国大使特別講演会
開催される
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のキリスト教原理主義の伸張をどのように理解している
のか、といった質問がなされたのである。
大使と学生との対話は、教育・研究の場における率直

な意見の交換を重んじる総合文化研究科・教養学部に相
応しい快事であった。予定を大幅に延長し１時間近くも
学生と対話を続けられたシーファー大使に重ねてお礼を
申し上げると同時に、在日米国大使館、教養学部附属教
養教育開発機構からの助力にも記して謝意を表したい。
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教育学部附属中等教育学校で
体育祭が行われる

５月19日（土）８時30分から16時まで、教育学部附
属中等教育学校で、体育祭が開催された。
生徒がグラウンドに出たころから小雨が降り始め、

開会式の頃には雨脚が強くなった。急遽、体育館に場
所を移して開会式をおこなったが、生徒の理解と協力
があり、スムーズに進行した。
開会式後は、小雨の中、予定通り体育祭がおこなわ

れた。午後になると次第に日差しが戻ってきた。子ど
もたちは最後まで精一杯、競技に参加した。熱戦の結
果、優勝はＡ組。Ａ組団長の本間大樹君(５年生)は、
「応援団長をやって、とてもよかったと思います。練
習のときはいつも仲間と衝突して大変でした。でも、
本番ではみんなで楽しくできて、やりがいがありまし
た。これは一生の思い出だと思います。」と感想を述
べてくれた。
今年度体育祭実行委員長の黄智絵さん（５年生）は、

「今年は初めてのことを色々と実行した『挑戦』の年
となりました。体育祭の仕事は本当にやりがいがあり、
自分自身も楽しみながら仕事ができました。体育祭を
通してまた一つ成長できました！本当にありがとうご
ざいました。」と感想を述べてくれた。

教育学部附属中等教育学校４年生が
歌舞伎教室に参加

６月４日（月）に、本校４年生（高校１年）を対象
とした歌舞伎教室が開かれた。これは、毎年「国語総
合」の授業の一環として、国立劇場で行われている
「歌舞伎鑑賞教室」に参加しているもので、事前に授
業で歌舞伎に関する基本的な知識や、演目に関する内
容を学習した上で、実際の舞台を鑑賞している。
今年は、「双蝶々曲輪日記」より「引窓」が上演さ

れた。仲秋の名月の前日、郷代官（村の警護役）に任
じられた男の初仕事は、義理の兄弟の力士を捕らえる
ことだったものから、我が子を思う母、その愛情にう
たれて間で悩む郷代官夫妻、そして母の愛から縄にか
かろうとする力士の各々の心情の移り変わりに、会場
からは涙声が聞こえることもあった。
幸い座席が、花道を挟んで最前列寄りであったため、

生徒は至近距離で舞台を堪能することができた。上演
前に、「歌舞伎のみかた」として、実際に演ずる俳優
から舞台に関する事柄、演目の見所等について解説が
あった。その際に本校代表者二名が舞台へ上がり、実
際に使用される大道具に入ったり、小道具を手にする
機会もあり、大変貴重な体験ができた一幕もあった。



教育企画室

TREEワークショップ＆シンポジウム2007の
ご案内　「大学生とメディアの"今"を探る」

日時：７月27日（金）10:00～17:15

場所：駒場キャンパス
参加費：無料

懇親会（17:45～19:30） 3,000円（希望者のみ）
募集定員：

・TREEワークショップ１　学内・学外　50名
・TREEワークショップ２　学内限定　　30名
・TREEシンポジウム　　　学内・学外　250名

主催：教育企画室
共催等：教養学部附属教養教育開発機構、産学連携本部、

大学総合教育研究センター、マイクロソフト先進
教育環境寄附研究部門、TREEオフィス、情報学環

参加申込及び詳細：

http://tree.ep.u-tokyo.ac.jp/にてご確認下さい。

<<TREEワークショップ　プログラム>> 10:00～12:00

■TREEワークショップ１
（定員に達したため、締め切らせていただきました。）
「駒場アクティブラーニングスタジオワークショップ」
コーディネータ：望月俊男（大学総合教育研究センター）

山内祐平（情報学環）
サポーター：林一雅（教養学部附属教養教育開発機構）
○ご挨拶
浅島誠（本学理事・副学長）

○企画趣旨
（10:00～10:15）
○ラーニングスタジオ型教室の現在
（10:15～10:30）
○ワークショップ
（10:30～12:00）

■TREEワークショップ２
「教育の情報化と著作権ワークショップ」
司会：西森年寿（大学総合教育研究センター）
サポーター：類家利直（大学総合教育研究センター）
○企画趣旨
（10:00～10:10）
○教育と著作権（レクチャーとディスカッション）
末吉亙（弁護士・法科大学院客員教授）
（10:10～11:10）
○東京大学における著作権処理の実際
山本恵美（教育企画室）
（11:10～11:30）
○東京大学におけるコンテンツ開発の実際
重田勝介（大学総合教育研究センター）
（11:30～11:50）
○全体質疑
（11:50～12:00）

<<TREEシンポジウム　プログラム>> 13:00～17:15

「大学生とメディアの今を探る」
コーディネータ：中原淳（大学総合教育研究センター）
サポーター：神谷真紀（大学総合教育研究センター）
○ご挨拶
岡本和夫（大学総合教育研究センター）
（13:00～13:15）
○特別講演
清水康敬（独立行政法人メディア教育開発センター）
（13:15～14:05 : 質疑10分込み）
○休憩（14:05～14:15）
○仮想環境「セカンドライフ」に出現した教育環境
三淵啓自（デジタルハリウッド大学院大学）
（14:15～14:55 : 質疑10分込み）
○iTunes U：携帯型音楽プレーヤを活用した教育リ
ソースの配信
坂本憲志（アップルジャパン 教育プログラム推進）
（14:55～15:35）
○休憩（15:35～15:45）
○日本社会の情報化の特徴と高等教育
木村忠正（大学院総合文化研究科）
（15:45～16:25）
○東大での取り組み１
知の構造化センター
松本洋一郎（大学院工学系研究科）
（16:25～16:55）
○東大での取り組み２
TREEプロジェクト
藤原毅夫（大学総合教育研究センター）
（16:55～17:15）
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本部学生支援グループ

平成19年度第１回（秋）
本学学生表彰「東京大学総長賞」の募集について

昨年度の記念撮影風景

総長賞授与風景

本学の学生を対象として、学業、課外活動、各種社会
活動、大学間の国際交流等の各分野において、「優れた
評価を受けた」「優秀な成績を収めた」「本学の名誉を高
めた」などの顕著な功績のあった個人又は団体に、総長
が表彰を行う「東京大学総長賞」が平成14年度から設け
られています。
この表彰は、本学教職員・学生からの推薦に基づき、

「東京大学学生表彰選考委員会」（以下「選考委員会」と
いう。）が選考にあたり総長が表彰するものです。
選考委員会では、推薦された候補者の中からその内容

を審査のうえ、「東京大学総長賞」として相応しいもの
が決定されます。
なお、第１回（秋）は学業以外の課外活動等を対象に

募集します。また、第２回（春）には年間総長賞受賞者
の内、特に優秀な者に対し、「総長大賞」が授与される
予定です。

記

１．提 出 物：別紙様式１（個人）又は別紙様式２
（団体）に必要事項を記入し、参考資料
等を添付してください。また、書類の提
出にあたってはホームページ上の「推薦
書類の提出について」を参照してくださ
い。

２．推薦基準：以下のとおり。
３．提出期限：9月5日（水）午後4時まで（必着）

４．選考結果：９月中旬に推薦者及び選考対象者へご連
絡いたします。

５．授 与 式：平成19年10月下旬に実施を予定していま
す。日程の詳細は決まり次第お知らせし
ます。

◎詳細については、ホームページをご覧ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/stu01/h12_j.html

【提出先及びお問合せ先】
本部学生支援グループ学生生活チーム
担　当：小林・宮内
内　線：21205・22514

E-mail：gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

平成18年６月28日
学生表彰選考委員会

東京大学学生表彰「東京大学総長賞」推薦基準

東京大学学生表彰実施要綱（平成14年３月19日総長裁
定、平成18年６月28日改正）第３に基づき、推薦の基準
を以下のとおりとする。

（1）学業において、研鑚に励み、他の学生の範となった
個人若しくは団体又は学界等により優れた評価を受
け、本学の名誉を高めた個人若しくは団体

（2）課外活動において、国内外の各種スポーツ、競技、
演奏、展示、発表等で優秀な成績を収め、本学の名
誉を高めた個人若しくは団体又は課外活動を支援
し、課外活動の充実と振興に著しい貢献をした個人
若しくは団体
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（3）環境保全、災害救援、社会福祉、青少年育成、海外
援助協力等の各種社会活動において、活動実績が認
められ、他の学生の範となった個人若しくは団体又
は社会的に優れた評価を受け、本学の名誉を高めた
個人若しくは団体

（4）大学間の国際交流において、相互理解と友好関係を
深め、本学の国際交流の発展に著しい貢献をした個
人又は団体

（5）その他、これらに準ずるもので、「東京大学総長賞」
に相応しい貢献があった個人又は団体

上記基準による推薦者については、自薦又は他薦と
する。
ただし、基準（1）の推薦者は、学部学生については
学部長、大学院学生については研究科長・教育部の
部長に限る。

なお、年２回の授与のうち、第１回目（秋）の推薦
は上記基準の（2）～（5）を、第２回目（春）の推薦は
基準の（1）をそれぞれ対象とする。

また、在学中の学業、課外活動、社会活動等の評価、
活動実績等が上記基準に該当する者は、卒業又は修了後
１年以内に限り選考の対象とする。

期間： ７月５日（木）～　９月26日（水）
（７月26日（木）、８月23日（木）、
９月９日（日）の休館日を除く）

会場： 総合図書館３階ロビー

附属図書館では、本学創立130周年にちなんで、新制
大学になってからの歴代総長の著作展を開催していま
す。南原繁総長から向坊隆総長までを取り上げた第１回
に引き続き、今回は平野龍一、森亘、有馬朗人、吉川弘
之、蓮實重彦、佐々木毅の各総長６名の著作とプロフィ
ールを紹介します。
多数の皆様のご来場をお待ちしています。

なお、秋には創立130周年を記念した特別展示を企画
しております。ご期待ください。

第二食堂建物地下プールを次の期間、特別公開します
のでぜひご利用ください。

期間：７月17日（火）～８月１日（水）及び、
８月20日（月）～８月31日（金）の平日

時間：11時30分～14時

第二食堂建物地下プールを使用する際、学部学生は学
生証、大学院学生・教職員は運動会員証を持参してくだ
さい。
また、貴重品は持ち込まないでください。

※　運動会員証は学生支援グループ（旧・学生課）体育
チーム窓口（運動会窓口）にて発行しています。
準 会 員（院生・研究生他） 2,500円
特別会員（教職員） 3,000円

お問い合わせは、学生支援グループ体育チーム（運動
会窓口）まで。（内線22509～22511）

７月21日（土）から８月10日（金）まで安田講堂前広
場に緑地植物実験所で栽培している花ハスを展示しま
す。屋外展示ですので、会期中の大学開門時間中はご自
由にご覧いただけます。花の見ごろは午前中です。
緑地植物実験所は、千葉県千葉市にある本研究科の附

属施設で大賀蓮のもととなった種（厳密には痩果）が発
掘された検見川総合運動場の隣に位置しています。
当実験所では、これまで四十数年間にわたり多数の花

ハス品種を栽培し、研究・教育に利用するとともに、我
が国を代表する花ハスの栽培・研究施設として、国内外
各地への花ハスの分譲や栽培技術指導、植物材料や含有
成分の提供、品種の同定、品種情報の提供などさまざま
な形で、成果を社会に還元して参りました。
この企画は、本学創立130周年にあたり当実験所が栽

附属図書館

常設展示「（新制）東京大学総長著作展（２）
－平野総長から佐々木総長まで－」

大学院農学生命科学研究科・農学部

創立130周年記念事業「花蓮～歴史と夢～」の
ご案内

本部学生支援グループ

第二食堂建物地下プールの特別公開について
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培している品種の中から、その３割弱にあたる70余品種
を選び展示しご覧いただくことで、大賀蓮を初めとする
花ハスや緑地植物実験所について、本学学生、教職員、
近隣住民の方々により多くを知っていただこうというも
のです。
７月31日（火）10:00から11:00まで花ハスの解説と実

験所で作ったハスの葉茶の試飲会を行います。（雨天中止）
なお、この企画にあわせて関連の展示をコミュニケー

ションセンターで行っておりますので、是非ご覧下さい。

東京大学堀場国際会議「独創的研究の真髄―コーンバ
ーグ親子から学ぶ―」では、DNAポリメラーゼ研究で
1959年ノーベル賞を受賞したアーサー・コーンバーグ、
アーサーの長男で、RNAポリメラーゼ研究で2006年ノ
ーベル賞を受賞したロージャー・コーンバーグ、次男で
発生研究の第一人者でUCSFの教授であるトム・コーン
バーグ及び三男で建築家のケン・コーンバーグ親子を招
聘して、まったく異なるキャリアパスを経てそれぞれ第
一線の研究者となった４人にその研究観についての講演
など、２日間わたるシンポジウムを開催します。

＜＜開催要領＞＞
日時：７月23日（月）13:00～17:30

７月24日（火）11:00～17:30

会場：安田講堂及び山上会館　（７月23日）
医科学研究所１号館講堂（７月24日）
鉄門講堂（医学部教育研究棟14F）（７月24日）
弥生講堂（７月24日）

主催：東京大学
費用：入場無料
お問合せ先：分子細胞生物学研究所総務チーム
TEL：03-5841-7885

E-mail:imcbshom@iam.u-tokyo.ac.jp

URL:http:www.ims.u-tokyo.ac.jp/moldev/

070723Kornberg.html

＜＜プログラム　７月23日（月）＞＞
※　プログラムの詳細は変更の可能性があります。

●13:00～15:30 コーンバーグ親子による講演
アーサー・コーンバーグ博士（1959年ノーベル賞受賞）
ロージャー・コーンバーグ博士（2006年ノーベル賞受賞）
トム・コーンバーグ博士（UCSF教授）

会場：安田講堂

●15:45～17:15 若手とコーンバーグ一家の交流会
会場：山上会館１階ホール

●16:00～17:30 ケン・コーンバーグ氏による講演会
会場：工学部11号館１階会議室

＜＜プログラム　７月24日（火）＞＞
※　プログラムの詳細は変更の可能性があります。

■シンポジウム　14:00～16:00

医科学研究所１号館講堂
スピーカー　アーサー・コーンバーグ博士ほか２名

■講演　11:00～12:00 鉄門講堂（14F）
スピーカー　ロージャー・コーンバーグ博士

■シンポジウム　12:30～17:30 弥生講堂
スピーカー トム・コーンバーグUCSF教授ほか９名

地震研究所（ERI）は、８月２日（木）、公開講義・
一般公開を開催いたします。今年は、「ERI地球実験室」
をテーマに、地球全体が実験室とも言える我々の研究活
動をご紹介します。新たにミニ講演会（じしんカフェ）
も企画し、参加者との交流型のイベントを目指していま
すので、この機会にぜひ足をお運びください。
■月日：８月２日（木）
■内容：

・研究展示（地震研究所１号館）、10:00～16:00、閲覧
自由

・公開講義（農学部弥生講堂）、13:30～15:40、定員
300名

①予測が難しい直下型地震（島崎邦彦 教授）
②電気と磁気でみる地球内部（歌田久司 教授）

■参加費：いずれも無料

緑地植物実験所で咲く花ハス

分子細胞生物学研究所

創立130周年記念事業　東京大学堀場国際会議
「独創的研究の真髄：コーンバーグ親子から学ぶ」

地震研究所

公開講義・一般公開のお知らせ
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■公開講義の受講方法：公開講義の入場券は、当日
10:00より地震研究所１号館受付で先着順に配布いたし
ます。例年とは会場が異なる関係で、今年は事前申し込
みは行いません。あしからずご了承ください。
■問い合わせ先：地震研究所アウトリーチ推進室
電話：03-5841-5643

メール：openlec@eri.u-tokyo.ac.jp
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/KOHO/PANKO2007/
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保健センター

８月の診療日程表

８月１日（水）～８月31日（金）の期間は、下表のとおり業務を行います。
なお、各支所とも８月13日（月）・14日（火）は一斉休業のため、全業務休止となります。
※診療日程は、やむをえず変更となることがありますので、ご利用の際には保健センター
ホームページや掲示等で確認されるようお願いします。

（注意）
※８月20日（月）～23日（木）の精神神経科は休診となります。
※柏支所は、８月１日（水）から新棟保健センターに移ります。（電話番号は変わりません。）

■本郷支所（03-5841-2574）

診療科等 診療日時 対象者
内　　　科 月～金　10:00～12:00 学生・職員

精神神経科
月～金　10:00～13:00 14:00～16:00

ただし、６日（月）・17日（金）の飯田医師、 学生・職員
（予約制）

22日（水）の福田医師と、29日（水）の佐々木医師は休診
２日（木）10:00～12:00 ７日（火）13:15～15:00

歯科口腔外科
９日（木）10:00～12:00 21日（火）13:15～15:00
23日（木）10:00～12:00（大木医師） 学生・職員

（予約制）
28日（火）10:00～12:00（門田医師）
29日（水）10:00～12:00（鳥山医師）
３日（金）10:00～12:00 ８日（水）10:00～12:00

耳鼻咽喉科
10日（金）10:00～12:00 15日（水）10:00～12:00

学生・職員
17日（金）10:00～12:00 22日（水）10:00～12:00
24日（金）10:00～12:00

学生健診追加項目検査 ２日（木）・23日（木）・30日（木）いずれも9:30集合 学生
放射線取扱者健康診断 27日（月）11:00～12:00 学生・職員

■駒場支所（03-5454-6831）

診　療　科 担当医 診　療　日 診療時間
上　原 毎週　月曜日
石　川 毎週　火曜日 10:00

内　　　　　科 田　中 毎週　水曜日 ～
石　川 毎週　木曜日 12:30
田　中 毎週　金曜日
坂　本 毎週　月・木・金曜日の午前中
佐々木 毎週　木曜日の午前中（但し、30日は休診）

精 神 神 経 科
飯　田 毎週　火・水曜日の午前中（但し、22日は休診）

予約制
伊集院 ６日（月）午後、20日（月）午後

滝　川
１日（水）午後、８日（水）午後、15日（水）午後
22日（水）午後（但し、29日午後は休診）

青　柳 ３日（金）14:00～16:00
大　木 ６日（月）10:00～12:00

歯科口腔外科 松　崎 ９日（木） 9:45～11:30（矯正相談） 予約制
大　木 20日（月）10:00～12:00
青　柳 31日（金）14:00～16:00

皮　　膚　　科 休　　診
整　形　外　科 休　　診

■柏支所（04-7136-3040）

内　　科 精神神経科（予約制） 対象者
月 10:00～13:00 14:00～16:00
火 10:00～13:00 14:00～16:00
水 10:00～13:00 14:00～16:00 10:00～12:00 学生・職員
木 10:00～12:00 14:30～16:30
金 13:30～15:30
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人事異動（教員）
発令日、部局、職、氏名（五十音）順

事 務 連 絡

発令日 氏名 異動内容 旧　（現） 職等

（退　　職）

19.6.30 伊藤　寿浩 辞　職（産業技術総合研究所グルー 大学院工学系研究科准教授

プ長）

19.6.30 金　幸夫 辞　職（茨城大学理学部教授） 大学院工学系研究科准教授

19.6.30 福井　泰久 辞　職 大学院農学生命科学研究科教授

19.6.30 曲渕　英邦 辞　職 生産技術研究所准教授

（採　　用）

19.7.1 鈴木　光也 大学院医学系研究科准教授

19.7.1 田村　智彦 大学院医学系研究科准教授

19.7.1 暦本　純一 大学院情報学環教授

（昇　　任）

H19.6.16 野田　優 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科助教

H19.6.16 加納　英明 大学院理学系研究科准教授 大学院理学系研究科助教

H19.6.16 平岡　秀一 大学院理学系研究科准教授 大学院理学系研究科助教

H19.6.16 高橋　明彦 大学院経済学研究科教授 大学院経済学研究科准教授

H19.7.1 古澤　明 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授

H19.7.1 牧野　義雄 大学院農学生命科学研究科准教授 大学院農学生命科学研究科講師

H19.7.1 恒吉　僚子 大学院教育学研究科教授 大学院教育学研究科准教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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海洋研究所　一般公開
※1360号参照

7月16日（月）
10:00～15:00
7月21日（土）
12:00～16:30

16日：国際沿岸海洋研究センタ
ー(岩手県上閉伊郡大槌町)
21日：海洋研究所

http://www.ori.u-tokyo.ac.jp/info/event/uminohi2007/

高校生のための金曜特別講座 7月20日（金）
17:30～19:00

駒場Ⅰキャンパス
18号館ホール URL:http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

社会科学研究所 CREP国際シンポジウム
※1360号参照

7月21日（土）
13:00～17:30 弥生講堂（一条ホール）

社会科学研究所　CREP事務局
TEL: 03-5841-4874 FAX: 03-5841-4905
E-mail:crep@iss.u-tokyo.ac.jp
URL:http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/crep/confj07.htm

創立130周年記念事業　東京大学堀場国際会議
「独創的研究の真髄：コーンバーグ親子から学ぶ」
※26ページ参照

7月23日（月）
13:00～17:30、
24日（火）
11:00～17:30

安田講堂及び山上会館　（７月
23日）医科学研究所１号館講堂
（７月24日）医学部教育研究棟
14F鉄門講堂（７月24日）弥生
講堂（７月24日）

分子細胞生物学研究所
TEL:03-5841-7885
E-mail:imcbshom@iam.u-tokyo.ac.jp
URL:http:www.ims.u-
tokyo.ac.jp/moldev/070723Kornberg.html

ナノフォトニクス総合的展開2007
※1358号ページ参照

7月25日（水）
13:00～18:00

（開場　12:30）

武田先端知ビル５F「武田ホー
ル」

ナノフォトニクス総合的展開事務局　担当：田村
TEL:03-5841-1670 FAX:03-5841-1140
E-mail:symposium2007@nanophotonics.t.u-tokyo.ac.jp
URL: http://uuu.t.u-tokyo.ac.jp/jpn/index.html

TREEシンポジウム「大学生とメディアの今を探る」 7月27日（金）
10:00～17:15

【ワークショップ１】駒場Ⅰキ
ャンパス17号館２F 【ワーク
ショップ２】数理科学研究科演
習室（B1）【シンポジウム】 数
理科学研究科大講義室（B1）

http://tree.ep.u-tokyo.ac.jp/

第１回DBELSワークショップin雲仙・普賢岳

7月27日（金）
夕方～
7月29日（日）
正午（2泊3日）

長崎県雲仙市　雲仙観光ホテル

医学系研究科疾患生命工学センター分子病態医科学部門･
東大病院教育研究支援部共催
E-mail:dbels@m.u-tokyo.ac.jp
http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/news/

第56回小石川植物園市民セミナー
※1360号参照

７月28日（土）
13:00～15:00

理学系研究科附属植物園日光分
園（日光植物園）庁舎内和室

小石川植物園後援会
Email:koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp

人と技術を用いた高等教育の
バリアフリーカンファレンス2007

7月28日（土）
9:30～18:45
29日（日）
8:30～16:00

生産技術研究所総合研究実験棟

バリアフリー支援室内
人と技術を用いた高等教育のバリアフリーカンファレンス事務局
TEL:03(5452)5067 FAX  03(5452)5068
E-mail:aito@rcast.u-tokyo.ac.jp 担当：伊藤

地震研究所一般公開・公開講義
※26ページ参照

8月2日（木）10:00
～16:00（研究展示）
13:30～15:40（公
開講義）

地震研究所（研究展示）
弥生講堂（公開講義）

地震研究所アウトリーチ推進室
TEL:03-5841-5643
E-mail:openlec@eri.u-tokyo.ac.jp
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/KOHO/PANKO2007/

創立130周年記念事業特別展示
『遺丘と女神―メソポタミア原始農村の黎明』展

5月26日（土）
～9月2日（日）
月曜休館（月曜祝
日の場合は開館、
翌日休館）
10：00～17：00

（入館は16：30まで）

総合研究博物館
１階新館展示ホール

総合研究博物館
URL:http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
（臨時休館の場合があるので、ホームページ要確認のこと）

文化資源学公開講座
「市民社会再生－文化の有効性を探る－」

6月8日（金）～平
成20年1月11日（金）
全12回
18:40～20:20

本郷キャンパス
法文2号館2階1番大教室

大学院人文社会系研究科文化資源学研究室
http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR-K/

常設展示「（新制）東京大学総長著作展（２）
－平野総長から佐々木総長まで－」
※25ページ参照

7月5日（木）～9月
26日（水）（7月26
日（木）、8月23日
（木）、9月9日（日）
の休館日を除く）

総合図書館３階ロビー
附属図書館
http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/koho/news/news/
fuzokuto_07_07_04.html

夏期集中生命・医療倫理学入門コース
※1359号参照

7月20日（金）
17:30～19:00

駒場Ⅰキャンパス
18号館ホール URL:http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

創立130周年記念事業「花蓮～歴史と夢～」
※25ページ参照

7月21日（土）～
8月10日（金） 安田講堂前広場（屋外展示）

人事異動に伴い、今月からこの学内広報の制作に携わるこ
とになりました。異動の話を聞いて、まずは手始めにブル
ーベリーのサプリメントをネットで注文、デスクにはお泊
りセットをしのばせました。頑張りますのでよろしくお願
いします！（た）

今回から学内広報を担当させていただくことになりまし
た。一人でも多くの人に楽しんでいただけるものをお届け
していきたいと思うので、どうぞよろしくお願いします。
その為にはまず体力をつけよう！と意気込む今日この頃で
す。（こ）
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◆ 表紙写真 ◆ 世界選手権への出場を果たした
本学ヨット部クルー
（２ページに関連記事）

特集
02 本学ヨット部、世界選手権に出場！

淡青評論
32 我々は「教育者」か

NEWS

シンポジウム・講演会

INFORMATION

23 教育企画室

TREEワークショップ＆シンポジウム2007
のご案内　「大学生とメディアの"今"を探る」

部局ニュース
11 大学院法学政治学研究科・法学部、大学院公共政策学教

育部

留学生見学旅行を実施
12 大学院工学系研究科・工学部、大学院情報理工学系研究科

工学系等地震訓練が行われる
13 生産技術研究所

毒劇物を取扱う研究室にて所長巡視を実施
13 大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生・外国人研究員等との懇親会
開催される

14 大学院総合文化研究科・教養学部

新横綱白鵬関、駒場訪問！
14 地震研究所

第３回ＡＰＲＵ／ＡＥＡＲＵリサーチシン
ポジウム－地震と津波に関するシンポジウ
ム－を開催

15 留学生センター

国立大学法人留学生センター
留学生指導担当研究協議会開催される

16 大学院総合文化研究科・教養学部

駐日米国大使特別講演会開催される

募集
24 本部学生支援グループ

平成19年度第１回（秋）東京大学学生表彰
「東京大学総長賞」の募集について

お知らせ
25 附属図書館

常設展示「（新制）本学総長著作展（２）－
平野総長から佐々木総長まで－」

25 本部学生支援グループ

第二食堂建物地下プールの特別公開について
25 大学院農学生命科学研究科・農学部

創立130周年記念事業「花蓮～歴史と夢～」
のご案内

26 分子細胞生物学研究所

創立130周年記念事業東京大学堀場国際会議
「独創的研究の真髄：コーンバーグ親子から
学ぶ」

26 地震研究所

公開講義・一般公開のお知らせ
28 保健センター

８月の診療日程表

30 EVENT LIST

29 人事異動（教員）

一般ニュース
06 本部総務グループ

本部事務組織体制の再編後の
各グループ主要業務

09 本部キャリアサポートグループ

知の創造的摩擦プロジェクト
第４回交流会開催

10 本部学生支援グループ

調理者研修会開催される
11 柏地区事務部

柏キャンパスに新食堂がオープン
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コラム
18 調達本部です　第31回
18 Step by Step東大基金通信　第３回
19 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.20
20 インタープリターズ・バイブル　Vol.7
20 コミュニケーションセンターだより　No.37
21 龍岡門横丁噺　第19回
21 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第17回
22 噴水　教育学部附属中等教育学校で、

体育祭が行われる
教育学部附属中等教育学校の４年生
が歌舞伎教室に参加



定年を約１年半後に迎える者として、自分のことは棚に上げて、好き勝

手なことを言わせていただこう。

私を含めて今日の大学教員は教養や専門のための学術を教育しているこ

とは間違いないが、はたして何人の方が世で言う「教育者」を自認されて

おられるであろうか。「教育者」の語感には、人格／人間形成のための教育

をなす者、人生の師となる人などを暗に意味するところがある。小・中学

校の教員は「教育者」であることを目指しておられるであろうし、そうあ

って欲しいものと思うが、大学の教員には、その覚悟を持って今の職に就いた人がどれ程おられるであろう

か。おそらく大半は優れた「研究者」になることを目標にされたことであろう。

理系の大学院では、学生は、修士課程で修了の場合は通常２年間、博士課程を修了する場合は通常５年間、

指導教員の主催する研究室に所属し、指導教員の背中をみながら研究生活を送る。学生は否応無しに指導教

員の言動に影響され、研究以外の面でも教育されることになる。したがって、指導教員には「教育者」であ

ることが求められることを自覚し、その覚悟が必要であろう。大学院進学が一般化した今日、この重要性は

ますます増大している。

最近は博士課程に進学する学生を増やすことが強く求められている。しかし、博士課程進学に関する助言

は、決して教員自身や教員の研究室の研究業績を上げるためのものであってはならない。「教育者」として、

学生のためになるとの信念からのものでなければならない。特に、これから研究業績を上げなければならな

い若い教員には銘記して頂きたいことである。博士課程に進学した学生とは、10年後、20年後に、後ろめた

い気持ちは微塵も無しに会えるようでなければならない。

定年で東京大学を去る時に「あなたの最大の業績は何ですか」と問われたなら、「私の研究室で大学院を修

了した学生たちである」と言ってみたいものである。（しかし、今からでは手遅れだな。）

藤田　隆史（生産技術研究所）

我々は「教育者」か
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東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報グループ
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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